
を
あ
た
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
壇

上
で
の
発
言
は
、
緊
張
の
連
続
で
自
分
の

思
い
が
伝
わ
る
の
か
、
持
ち
時
間
の
１
時

間
を
ど
う
配
分
す
る
の
か
と
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
反
省
を
残
し
な
が
ら
も
市
政

に
対
す
る
思
い
を
行
政
側
に
質
し
、
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

田
上
市
長
は
、
施
政
方
針
説
明
の
冒
頭

に
あ
た
り
、
選
挙
期
間
中
に
暴
漢
に
銃
撃

さ
れ
た
、
伊
藤
前
市
長
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
こ
の
よ
う
な
暴
力
を
決

し
て
許
さ
な
い
、
安
全
･
安
心
な
地
域
社

会
の
形
成
に
向
け
て
先
頭
に
立

っ
て
取
り
組
む
決
意
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
は
「
激
し
く
変

化
す
る
時
代
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
「
地
域
力
」
を
打
ち
出
さ
れ

ま
し
た
。
地
域
力
と
は
、
地
域

の
課
題
を
見
つ
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
々
の
参
画
の
も
と
、
そ
の

課
題
を
乗
り
越
え
て
い
く
地
域

の
総
合
力
と
の
こ
と
で
す
。
そ

の
地
域
力
を
高
め
る
た
め
に

「
市
民
力
」「
職
員
力
」
に
大
き
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活力あふれる 住みよい長崎！
長崎市議会議員
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後後
記記

初登壇初登壇！初登壇！ 猛
暑
の
候
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
、
長
崎
市
議
会
に
送
っ
て
い
た
だ

い
て
早
く
も
３
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
毎

日
が
始
め
て
の
事
ば
か
り
で
、
戸
惑
い
な

が
ら
の
一
日
一
日
が
ま
さ
に
勉
強
で
す
。

早
く
一
人
前
の
議
員
と
し
て
、
仕
事
が
で

き
る
よ
う
に
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
気
持

ち
ば
か
り
が
あ
せ
る
毎
日
で
す
。

当
選
後
、
初
め
て
の
６
月
定
例
議
会
が

開
催
さ
れ
、
新
人
と
し
て
初
登
壇
の
機
会

市
議
会
本
会
議
で
初
登
壇
！

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

▼
統
一
地
方
選
挙
、
参
議
院
選
挙
「
２
０
０
７

政
治
決
戦
！
」
長
船
支
部
推
せ
ん
候
補
者
全
員

当
選
！
そ
の
原
動
力
は
、組
織
の
力
、年
金
問
題

へ
の
対
応
、政
治
と
カ
ネ
、閣
僚
の
問
題
発
言
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、一
票
一
票
の
積
み
重
ね
、

一
人
一
人
の
力
の
結
集
に
勝
る
も
の
な
し
。地
方

分
権
の
時
代
、生
活
者
・
納
税
者
の
立
場
を
忘
れ

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
活
動
に
期
待
し
ま
す
。

▼
昨
今
、
異
常
気
象
が
頻
発
し
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
疑
い
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
二
酸
化
炭

素
の
排
出
削
減
に
努
め
る
等
、
地
球
が
重
病
に

な
る
前
に
「
健
康
な
地
球
」
を
考
え
行
動
し
よ

う
。
家
庭
の
冷
房
の
温
度
を
１
℃
高
く
、
暖
房

の
温
度
を
１
℃
低
く
設
定
す
れ
ば
、
年
間
約
33

kg
の
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
が
で
き
、
年
間
で
約
１,
８

０
０
円
の
節
約
が
で
き
る
と
の
事
で
す
。
み
ん

な
の
行
動
で
地
球
を
救
い
ま
し
ょ
う
。

▼
常
任
委
員
会
で
の
論
議
の
一
コ
マ
、
担
当
部

署
・
担
当
者
の
み
で
の
対
応
で
判
断
す
る
の

か
？
住
民
の
利
便
性
や
安
全
の
確
保
を
考
慮
す

る
の
か
？
市
民
の
た
め
に
こ
う
す
る
…
行
政
全

体
で
の
対
応
策
を
こ
う
す
る
…
等
々
が
あ
っ
て

し
か
る
べ
き
と
思
う
が
！
税
金
の
有
効
活
用
と

議
員
チ
ェ
ッ
ク
の
重
要
な
場
面
を
垣
間
見
た
。

長
崎
市
中
総
体
西
泊
中
学
校

の
入
場
行
進（
平
成
19
年
６
月

９
日
、柿
泊
陸
上
競
技
場
）

三
菱
重
工
労
組
長
船
支
部
地
域

女
性
役
員
交
流
会（
平
成
19
年
７

月
１
日
、ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
）

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
平
成
19
年
６
月
30
日
、福
田

エ
レ
ナ
駐
車
場
）

長
崎
市
総
合
防
災
訓
練
会
場

（
平
成
19
年
５
月
21
日
、小
江

工
業
用
地
）

朝
の
ご
挨
拶「
今
日
も
一
日

ご
安
全
に
！
」長
菱
設
計
労

組
役
員
の
皆
さ
ん（
平
成
19

年
７
月
17
日
、長
船
支
部
労

働
会
館
前
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
て
参
加
者

の
皆
さ
ん
と
と
も
に（
平
成
19
年

７
月
７
日
、江
川
マ
リ
ン
ボ
ウ
ル
）

活
動
の
あ
し
あ
と

活
動
の
あ
し
あ
と

活
動
の
あ
し
あ
と

活
動
の
あ
し
あ
と

活
動
の
あ
し
あ
と

活
動
の
あ
し
あ
と

活
動
の
あ
し
あ
と
５
月
〜
７
月

な
期
待
を
よ
せ
、「
予
算
を
使
わ
ず
に
成

果
を
上
げ
る
方
法
を
考
え
る
」
等
の
発
想

の
転
換
の
必
要
性
を
強
調
さ
れ
た
が
、
具

体
的
な
政
策
は
ほ
と
ん
ど
示
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

さ
ら
に
、
議
会
開
会
中
の
６
月
30
日
に

防
衛
大
臣
が
講
演
会
に
お
い
て
、
長
崎
の

原
爆
投
下
に
つ
い
て
「
し
ょ
う
が
な
い
な

と
思
っ
て
い
る
」
と
の
発
言
が
飛
び
出
し

た
。
市
議
会
は
、７
月
２
日
に
強
く
遺
憾

の
意
を
表
明
し
、発
言
の
撤
回
と
今
後
こ

の
よ
う
な
発
言
が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、「
久
間
防
衛
大
臣
の

原
爆
投
下
容
認
発
言
撤
回
を
求
め
る
意
見

書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
市
長
も
同

日
の
本
会
議
で
久
間
氏
と
安
部
首
相
へ
の

直
接
抗
議
が
表
明
さ
れ
、
市
長
と
市
議
会

議
長
が
７
月
３
日
に
上
京
し
意
見
書
を
直

接
手
渡
し
、
抗
議
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
被
爆
都
市
長
崎
か
ら
、核
兵
器

廃
絶
と
恒
久
平
和
を
発
信
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。私
も
市
政
発
展
の
た
め
に
、地
域

の
声
・
働
く
仲
間
の
声
を
反
映
で
き
る
活
動

を
、一
歩
一
歩
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
　
井
上
い
の
う
え

重
久
し
げ
ひ
さ

田
上
市
長
の
施
政
方
針
！

防
衛
大
臣
の
原
爆
投
下
容
認
発
言
！

６月６月2929日、一般質問で市民の声を訴える！日、一般質問で市民の声を訴える！６月29日、一般質問で市民の声を訴える！
第
21
回
参
議
院
選
挙
（
投
票
７
月
29
日
）

ご
支
援
・
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
！

比例区「とどろき利治」（民主・新）
166,969票を獲得し初陣をかざる! 長崎選挙区「大久保ゆきしげ」（民主・新）352,953票を獲得し激戦を制す!

与野党逆転与野党逆転！与野党逆転

長崎発「逆転の夏」

！

与野党逆転！

長崎発「逆転の夏」長崎発「逆転の夏」長崎発「逆転の夏」



へ
見
直
し
を
図
り
、
市
民
力
と
職
員
力

を
生
か
し
な
が
ら
地
方
分
権
時
代
に
適

応
し
た
都
市
経
営
を
進
め
る
。

給
与
、各
種
手
当
、特
別
休
暇
等
、職
員
の
勤

務
条
件
の
適
正
化
及
び
見
直
し
に
つ
い
て

《
答
弁
》
平
成
17
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
お

け
る
、「
給
与
構
造
の
改
革
」
に
基
づ
き
、

給
与
水
準
の
引
き
下
げ
、
年
功
的
な
給

与
上
昇
の
抑
制
な
ど
国
に
お
い
て
給
与

制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
、
長
崎
市
も
平

成
18
年
４
月
か
ら
国
に
準
じ
て
4.8
％
の

給
料
の
引
き
下
げ
を
行
っ
た
。
国
に
な

い
特
別
休
暇
の
「
初
盆
休
暇
」
や
「
認

定
被
爆
者
等
の
健
康
管
理
休
暇
」、「
平

和
記
念
式
典
参
列
休
暇
」
に
つ
い
て
は

廃
止
し
、
付
与
日
数
が
国
の
制
度
を
上

回
っ
て
い
た
「
出
産
補
助
休
暇
」
は
、

日
数
を
削
減
し
本
年
４
月
か
ら
実
施
し

て
い
る
が
、
ま
だ
付
与
日
数
が
国
を
上

回
る
「
暑
期
休
暇
」
や
「
結
婚
休
暇
」

な
ど
適
正
化
に
向
け
て
取
り
組
む
。

【
再
質
問
】

付
与
日
数
が
国
を
上
回
る
「
暑
期
休
暇
」

や
「
結
婚
休
暇
」
な
ど
取
得
状
況
と
是

正
に
向
け
た
考
え
方
に
つ
い
て

《
答
弁
》「
暑
期
休
暇
」
は
、
付
与
日
数
５
日

の
う
ち
平
成
17
年
度
実
績
で
平
均
4.4
日

と
な
っ
て
お
り
、「
結
婚
休
暇
」
は
、
付

与
日
数
７
日
の
う
ち
平
成
15
年
度
実
績

で
44
人
の
職
員
が
取
得
し
、
平
均
取
得

国
道
２
０
２
号
の
拡
幅
整
備
に
つ
い
て
、

中
浦
バ
ス
停
か
ら
小
浦
バ
ス
停
間
で
の

商
業
施
設
建
設
に
伴
う
、
交
通
渋
滞
の

対
策
と
小
浦
バ
ス
停
付
近
か
ら
福
田
郵

便
局
付
近
ま
で
の
歩
道
の
拡
幅
の
考
え

方
に
つ
い
て

《
答
弁
》
こ
の
区
間
沿
線
の
民
有
地
に
は
、商

業
施
設
が
建
設
中
で
あ
り
交
通
渋
滞
の
発

生
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、歩
道
の
拡

幅
整
備
と
併
せ
、大
浜
方
面
か
ら
の
右
折

車
線
が
同
時
に
整
備
さ
れ
る
。小
浦
バ
ス

停
付
近
か
ら
福
田
郵
便
局
付
近
ま
で
の
歩

道
の
拡
幅
は
、地
元
や
関
係
者
の
皆
様
並

び
に
県
と
の
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
拡
幅

整
備
の
可
能
性
を
探
っ
て
行
き
ま
す
。

2222の議案議案と1010の報告報告を可決・承認！可決・承認！2222の議案議案と1010の報告報告を可決・承認！可決・承認！22の議案と10の報告を可決・承認！

27の議案と 可決・承認！27の議案と10
の報告を
可決・承認！

平成19年６月定例議会開催！

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

西
陵
高
等
学
校
東
長
崎
分
校
跡
整

備
事
業
費
…
…
…
９
５
０
万
円

平
成
19
年
３
月
に
閉
校
し
た

県
立
西
陵
高
等
学
校
東
長
崎
分

校
跡
の
活
用
を
図
る
う
え
で
、

安
全
対
策
と
し
て
進
入
路
等
の

整
備
を
行
う
。

市
民
力
向
上
検
討
費

…
…
１
０
０
万
円

地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
の

た
め
に
市
民
が
自
ら
取
り
組
む

「
市
民
力
」
の
向
上
や
、
市
民

活
動
の
連
携
強
化
の
た
め
の
方

策
等
を
検
討
す
る
。

経
済
成
長
戦
略
策
定
費

…
…
２
５
０
万
円

商
業
振
興
対
策
や
工
業
振
興

対
策
な
ど
現
在
ま
で
の
取
り
組

み
を
踏
ま
え
、今
後
の
産
業
振
興

の
方
向
性
を
検
討
し
、地
域
経
済

の
成
長
と
発
展
に
向
け
た
明
確

な
経
済
成
長
戦
略
を
策
定
す
る
。

観
光
戦
略
策
定
費

…
…
１
７
０
万
円

「
長
崎
さ
る
く
博
’06
」の
成

果
を
踏
ま
え
、
国
内
外
を
問
わ

ず
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

今
後
進
む
べ
き
基
本
的
な
方
向

性
を
多
角
的
な
見
地
か
ら
検
討

し
、
中
・
長
期
的
な
観
光
戦
略

を
策
定
す
る
。

長
崎
市
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
21
日
か
ら
７
月
９
日
ま
で
の
19
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
後
初
の
定
例
議

会
で
あ
り
、
開
会
冒
頭
田
上
市
長
の
施
政
方
針
の
説
明
や
副
市
長
の
選
任
な
ど

の
人
事
案
件
、
ま
た
、
総
額
４,
３
５
７
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
、
一
般

職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
17
議
案
、
議
員
提
案
の
「
年
金
記
録

問
題
へ
の
速
や
か
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
」「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
意
見
書
」
な
ど
５
議
案
、
10
の
報
告
を
可
決
・
承
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

総
額
４,
３
５
７
万
円

井
上
重
久
議
員
の
質
問
・
回
答
要
旨

地
場
産
業
の
振
興
と

雇
用
確
保
に
つ
い
て

西
陵
高
等
学
校
東
長
崎
分
校
跡

議席番号12番、自席から再質問で質す！

人
口
減
少
が
も
た
ら
す
環
境
の
変
化
を

見
極
め
た
、
基
幹
産
業
・
地
場
産
業
の

重
点
施
策
と
将
来
を
見
据
え
た
産
業
の

振
興
に
つ
い
て

《
答
弁
》
産
業
振
興
策
は
、
主
に
地
場
産
業

の
育
成
、
創
業
支
援
、
企
業
誘
致
の
３

つ
の
柱
を
基
本
に
し
て
い
る
。
地
場
産

業
の
育
成
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
造

船
・
造
機
を
中
心
と
し
た
中
小
製
造
業

の
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
に
技
術
の

向
上
や
生
産
工
程
の
改
善
及
び
効
率
化

を
支
援
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
施
策
に

お
い
て
も
、
既
存
の
事
業
を
見
直
し
、

新
し
い
生
産
工
程
、
新
し
い
業
態
、
新

し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
創
造
を
支
援
し
、

第
二
創
業
や
事
業
転
換
に
よ
り
、
労
働

集
約
型
産
業
か
ら
知
識
集
約
型
産
業
へ

の
転
換
、
高
付
加
価
値
型
企
業
へ
の
成

長
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

若
年
者
の
県
外
流
出
、
団
塊
世
代
の
大

量
退
職
に
伴
い
、
若
年
層
の
雇
用
確
保

と
高
齢
者
等
の
活
用
に
つ
い
て

《
答
弁
》
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
崎
管
内
の
高
校

卒
業
の
県
外
就
職
率
は
39
・
４
％
で
あ

り
、
本
市
の
産
業
を
支
え
る
基
盤
の
弱

体
化
を
危
惧
す
る
。
平
成
19
年
度
か
ら

市
独
自
の
事
業
と
し
て
「
若
年
者
雇

用
・
定
着
促
進
事
業
」
を
実
施
し
て
お

り
、
企
業
と
若
年
者
双
方
の
雇
用
に
か

か
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
解
消
し
、
地
元
企
業
で
の
就

労
を
促
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
生

等
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業
面
談
会
の

開
催
や
県
内
学
卒
求
人
確
保
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
な
ど
地
元
企
業
へ
の
就
職
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
対
策
は
、
継

続
雇
用
制
度
の
導
入
を
行
う
事
業
主
等

に
対
し
て
助
成
金
を
支
給
す
る
な
ど
の

支
援
、
中
高
年
齢
者
再
就
職
支
援
事
業
、

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
国
、
県
な
ど
の
取
り

組
み
を
事
業
主
や
高
齢
者
の
皆
様
に
周

知
・
啓
発
を
行
な
う
と
と
も
に
関
係
機

関
と
連
携
し
、
高
年
齢
者
へ
の
就
労
支

援
に
取
り
組
む
。

平
成
18
年
度
包
括
外
部
監
査
の
指
摘
を
受

け
て
の
対
応
と
市
長
の
将
来
を
見
据
え
た
、

行
財
政
改
革
の
決
意
と
や
る
気
に
つ
い
て

《
答
弁
》
指
摘
事
項
は
、
全
体
で
１
３
７
件

あ
り
既
に
対
応
済
み
の
も
の
が
64
件

（
47
％
）、
対
応
可
能
な
も
の
及
び
時
間

を
要
す
る
も
の
が
47
件
（
34
％
）
と
な

っ
て
お
り
、
す
み
や
か
に
改
善
を
図
り

是
正
に
努
め
る
。
ま
た
、
行
財
政
改
革

は
、
不
要
不
急
の
事
業
が
な
い
か
、
市

民
や
企
業
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
で
よ

り
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
な
い
か
、
仕

事
の
仕
組
み
や
方
法
を
変
え
る
こ
と
で

予
算
を
か
け
ず
に
で
き
な
い
か
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証
し
、
今
の
時

代
に
対
応
し
た
組
織
体
制
や
事
務
事
業

日
数
は
6.4
日
と
な
っ
て
い
る
。
是
正
に

向
け
、
平
成
19
年
度
に
は
労
働
組
合
と

協
議
を
経
た
上
で
適
正
化
を
図
る
。

【
関
連
質
問
】

休
息
時
間
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

こ
ん
に
ち
ま
で
議
会
の
な
か
で
論
議
さ

れ
、
早
急
な
見
直
し
検
討
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
は
、
平
成
18
年
７
月
か

ら
休
息
時
間
を
廃
止
し
、
長
崎
県
も
平

成
19
年
４
月
か
ら
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。

12
時
か
ら
12
時
15
分
ま
で
と
15
時
か
ら

15
時
15
分
ま
で
、
合
計
30
分
の
休
息
時

間
に
つ
い
て
は
、
給
与
が
支
払
わ
れ
て

い
る
と
い
う
実
態
に
あ
り
ま
す
。
休
息

時
間
の
年
間
に
支
払
う
給
与
総
額
と
検

討
状
況
に
つ
い
て

《
答
弁
》
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
地
方
公

務
員
法
の
均
衝
の
原
則
な
ど
を
考
慮
し

た
場
合
、
他
都
市
に
お
け
る
昼
休
み
の

状
況
を
精
査
の
う
え
、
平
成
19
年
度
に

は
労
働
組
合
と
協
議
を
経
た
上
で
適
切

に
対
処
す
る
。
年
間
支
払
額
は
、
単
純

計
算
で
約
12
億
円
と
な
る
。

【
意
見
・
要
望
】

市
民
の
感
覚
、
民
間
の
企
業
で
は
考
え
ら

れ
な
い
。
特
別
な
勤
務
条
件
の
実
態
が
ま
だ

ま
だ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
民
間
よ
り
も
良
す

ぎ
る
し
、
民
間
レ
ベ
ル
ま
で
改
善
が
必
要
で

あ
り
、
早
急
に
見
直
す
べ
き
と
考
え
ま
す
の

で
、
精
力
的
な
努
力
を
要
請
す
る
。

質問

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

道
路
・
交
通
網
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

質　問

質　　問

質問

質問

質問

11月末オープンを目指し、商業施設の建設始まる！（小浦町）

行政運営かなめの長崎市役所本館

質問


